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【 目 的 】 市 町 村 の 委 託 を 受 け 実 施 す る 集 団 健

診 に お い て 、 当 協 会 が 行 っ た 受 診 率 向 上 の 取

り 組 み に つ い て 検 証 す る 機 会 を 得 た の で 、 福

島 県 県 南 方 部 の 受 診 者 数 の 推 移 と あ わ せ て 報

告 す る 。  

【 方 法 】 対 象 は 昨 年 度 受 診 券 の 配 布 が 間 に 合

わ ず 、 受 診 者 数 が 少 な か っ た 被 用 者 保 険 の 被

扶 養 者 を 中 心 に 地 域 住 民 全 般 と し た 。 受 診 勧

奨 の ツ ー ル と し て チ ラ シ 及 び ポ ス タ ー を 作 成

し 、 商 工 会 及 び 地 元 企 業 へ 配 布 し た 。 市 町 村

が 開 催 す る 地 域 住 民 を 対 象 に し た 集 団 健 診 説

明 会 へ の 出 席 、 健 康 推 進 員 の 方 々 へ の 特 定 健
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診 の 受 診 方 法 、 が ん 検 診 及 び 結 核 検 診 の 受 診

勧 奨 に つ い て 啓 蒙 活 動 を 行 っ た 。 さ ら に 、 女

性 の が ん に つ い て の 講 演 会 に 保 健 師 を 派 遣

し 、 婦 人 科 検 診 だ け で な く 、 幅 広 い 検 診 の 内

容 に つ い て 説 明 を 行 っ た 。 こ れ ら の 取 り 組 み

を 実 施 し た 1 市 6 町 村 に お け る 平 成 21 年 6 月

22 日 現 在 の 受 診 者 数 を 集 計 し 、 そ の 推 移 か ら

事 業 を 評 価 し た 。  

【 結 果 】 1 市 6 町 村 に お け る 受 診 者 数 の 平 成

21 年 度 合 計 は 、 「 結 核 検 診 ( 以 下 、 結 核 ) 」

12,295 名 、 「 胃 が ん 検 診 （ 以 下 、 胃 ） 」 2,832

名 、 「 大 腸 が ん 検 診 （ 以 下 、 大 腸 ） 」 6,823

名 、 「 特 定 健 診 （ 以 下 、 特 定 ） 」 10,816 名 で

あ っ た 。 結 核 、 胃 、 大 腸 、 特 定 の 受 診 率 は 平

成 20 年 度 と 大 き く 変 わ り は な か っ た が 、 被 用

者 保 険 の 被 扶 養 者 は 特 定 10,816 名 中 660 名 と

増 え た 。  

【 考 察 】 平 成 21 年 度 と 20 年 度 を 比 較 し 、 「 特

定 」 が 1,028 名 増 加 し 、 内 被 用 者 保 険 の 被 扶 養

者 が 274 名 増 加 し て い る 。 し か し 「 結 核 」
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「 胃 が ん 」 は 減 少 し て お り 、 制 度 改 正 2 年 目

を 考 慮 す る と 、 受 診 率 向 上 の 取 り 組 み の 効 果

は 少 な か っ た 。 と り わ け 平 成 19 年 度 と 比 較 す

る と 、 「 結 核 」 が 1,286 名 減 少 、 「 胃 」 が 562

名 減 少 、 「 大 腸 」 が 274 名 減 少 、 「 特 定 」 が

2,943 名 減 少 （ 基 本 診 査 と の 比 較 ） と 年 々 減 少

傾 向 に あ る 。 当 協 会 に お け る 受 診 勧 奨 は 、 事

業 所 や 市 町 村 を 経 由 し て 受 診 者 へ 働 き か け る

こ と と な り 、 直 接 的 な 効 果 は 期 待 で き な い 。

受 診 者 の 疑 問 に 直 接 回 答 で き る 受 診 勧 奨 の 方

法 を 構 築 す る 必 要 が あ る と 思 わ れ た 。 ま た 大

規 模 企 業 は 事 業 所 健 診 を 実 施 し て い る が 、 小

規 模 企 業 は 住 民 検 診 を 活 用 し て き た 経 緯 が あ

り 、 従 業 員 の 受 診 機 会 が 制 約 さ れ て い る 現 状

が あ る 。 被 用 者 保 険 の 被 扶 養 者 だ け で な く 、

被 保 険 者 自 身 の 受 け 皿 を 確 保 し 、 特 定 健 診 及

び が ん 検 診 の 受 診 率 向 上 に 寄 与 し て い き た

い 。  


